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研究成果の概要（和文）：本州中部から琉球列島までの南日本、台湾及び東南アジアの魚類につ

いて、分類学、集団遺伝学及び動物地理学的観点から研究した。その結果、日本の温帯部に分

布する魚類の中には、黒潮が障壁となって種レベルあるいは個体群レベルで、南方集団と北方

集団に分かれているケースがあることが分かった（例：ハタ科やアジ科）。一方、ハゼ科のボウ

ズハゼの稚魚・成魚の DNA 解析を行い、黒潮によって長距離分散していることを明らかにし

た。 
 
研究成果の概要（英文）：Shallow water fishes in southern Japan including the Ryukyu 
Islands were studied to clarify a role of the Kuroshio Current as a transportation and 
barrier system.  Some temperate water fishes such as serranids and carangids were 
divided into the northern and southern groups by the Kuroshio Current.  On the contrary, 
DNA analysis of some gobies of the genus Sicyopterus, showed that they are transported for 
the long distance by the Kuroshio Current from south to north, reaching to central Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

黒潮は強大な海流である。流速は毎秒2ｍ

以上に達し、流れの幅は100km、毎秒2千～5

千万トンの海水を北方へ運んでいる。黒潮は

フィリピン東方に発し、台湾を経て、東シナ

海を北上し、九州と奄美大島の間のトカラ海

峡から太平洋に入る。この強大な海流は九州

南方で枝分かれして、枝流（対馬暖流）は日

本海に入るが、本流は太平洋沿岸を北上して、

房総半島付近に達し、そこで東へ向きを変え
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てハワイ諸島に向かう。日本南部に南方系魚

類が見られるのは黒潮に起因すると言われ

ている。また、サンゴ礁性魚類の幼魚が毎年、

本州中部に来遊し越冬できずに死亡する現

象（死滅回遊と呼ばれる）も古くから知られ

ている。 

では、南方系魚類は黒潮の影響を具体的に

どのように受けているのであろうか。実は黒

潮が、どの地域からどこへ、そして、どのよ

うにして魚類を運んでいるかは分かってい

ない。「黒潮による南方系魚類の運搬」は恐

らく間違いのない事であろうが、説得力のあ

る多くのデータに基づいて検証されたこと

はない。 

研究代表者の松浦は科学研究費補助金海

外学術調査によって、東南アジアやミクロネ

シアの浅海性魚類の分類学的研究を行い、日

本南部の魚類相との比較研究を行ってきた。

これらの研究によって西部太平洋熱帯域・亜

熱帯域に生息する魚種が日本にも数多く出

現することが明らかになった。つまり、熱帯

性魚類のかなりの種が日本南部に出現し、定

性的に見れば黒潮源流域の魚類相は日本南

部の魚類相に類似している事が判明した。し

かし、黒潮流路の異なる地域に出現する魚類

の種組成を定量的に比較することは依然と

して困難なままであった。 

 

魚類画像データベースの構築による新た

な展開 

この状況を打ち破ったのは魚類画像デー

タベースであった。研究分担者の瀬能と研究

代表者の松浦は各地で撮影された魚類の画

像（水中写真と標本写真）5万5千件を収録し

た「魚類写真資料データベース」を構築した

（http://research.kahaku.go.jp/zoology/photoDB

/）。このデータベースは世界最大である。我々

はこの画像データベースを利用して、日本の

沿岸性魚類の動物地理学的解析を初めて定

量的、統計的に行うことに成功した。5万5千

件のデータの中から日本南部の浅海性魚類

のデータを1万件抽出して解析した。その結

果、日本本土に分布する温帯性魚類の中に琉

球列島には出現せず、中国大陸と台湾に分布

するものが見出された。これは黒潮が障壁と

なって、温帯性魚類の分布に大きな影響を与

えていることを強く示唆している。また、同

時にデータベースの解析結果は黒潮が洗う

九州南部から本州中部までの魚類相が極め

て類似していることを示した。 

２．研究の目的 

本研究の目標は黒潮の二つの仮説を検証

することである。「黒潮は強大なベルトコン

ベヤー」という仮説を具体的に示すためには、

琉球列島と本州南部そして伊豆諸島や日本

海沿岸（対馬暖流域）からターゲットとなる

浅海性魚類（回遊魚ではなく定住性の魚類：

たとえばハゼ科など）を選び、種間関係を形

態学的・分子学的な観点から比較し、各地域

の個体群の関係を明らかにする。また、「黒

潮は障壁」という仮説を検証するため、本州

南部から九州に分布し、さらに中国大陸と台

湾に分布するが、琉球列島に分布しない種

（タイ科やフサカサゴ科などに例がある）を

選び、分子学的手法によって遺伝的関係を解

析するとともに詳細な形態学的解析を行い、

それぞれの地域の個体群の特徴を明らかに

する。また、琉球列島に出現するが、台湾や

フィリピンなどの熱帯太平洋域に現れない

南方系魚類を選び、同属の種と比較検討し、

それらの種間の系統的関係を分子学的手法

によって解析する。このようなアプローチに

よって琉球列島の魚類相の独自性を明らか

にする。 

 
３．研究の方法 



 

 

１）分類学的・動物地理学的に詳細な研究を

する候補魚種や候補地点を魚類写真資料デ

ータベースを用いて選定する。 

２）沿岸性魚類の中から、アジ科、ハタ科、

タイ科、トウゴロウイワシ科、ハゼ科、フグ

科などを選び、形態及び DNA の両面から集団

遺伝学的解析を行う。 

 

４．研究成果 

黒潮の影響を受けている南日本及び台湾

及び東南アジアの沿岸成魚類を研究した結

果、以下のことが明らかになった。これまで

１種とされて来た日本産ゴンズイが、それぞ

れ東アジアおよびインド・西太平洋要素から

成る２種を含むことを明らかにし、九州以北

（黒潮の外側）に分布する１種を東アジア固

有の新種として記載した。日本沿岸に分布す

る魚類の中にはこのような例が少なくなく、

さらなる検討が必要である。同様な見地から、

沖縄島と中国大陸沿岸に不連続に分布する

東アジア固有のクロダイ属の１種オキナワ

キチヌの新種記載を行った。 

ドロクイ（ニシン科）は絶滅危惧種として

扱われており、主に黒潮の外側に位置する中

国大陸沿岸と九州〜四国に分布するが、黒潮

の内側では例外的に沖縄島にも分布する。高

知、沖縄島、台湾からの標本について形態と 

mtDNA の比較を集団間で行った。その結果、

沖縄集団は他の２集団とは形態的にも分子

レベルでも多少の違いが認められたことか

ら、沖縄島集団は独自の地域個体群として認

識すべきと考えられる。 

クサフグ（フグ科）は典型的な東アジア固

有種で黒潮の外側に分布するが、例外的に黒

潮の内側に位置する奄美大島と沖縄島にも

分布する。神奈川県から沖縄島までの６集団

（黒潮の外側４集団、内側２集団）について、

mtDNA の塩基配列分析を調節領域について行

った。その結果、奄美大島と沖縄島の集団は

特有のハプロタイプを持っており、他集団と

は明確に分化した存在であることが認めら

れた。 

トウゴロウイワシ科の Hypoatherina 

temminckii とギンイソイワシは形態的・遺伝

的に近縁な別種であることが証明され、この

2 種は黒潮を挟んで異所的に分布する種であ

ることが明らかになった。 

トウゴロウイワシは本州周辺とインド洋

―太平洋の熱帯域に生息する個体で大きな

遺伝的隔離がみられ、それぞれ別種とするの

が妥当と考えられた。すなわち、黒潮を挟ん

で種分化がみられることになる。 

インド洋から西部太平洋に広く分布する

ハタ科アカハタについて、日本産を中心に西

部太平洋域 5カ国の個体群を用いて集団遺伝

学的研究を行った。この研究により、これま

でほとんど報告例のない浅海性海産魚類に

おける遺伝的集団構造を明らかにし、日本の

海の多様性の成り立ちに黒潮が大きく関わ

っていることを実証した。具体的には、今ま

で単一の種として認識されていた同種内に

遺伝的に大きく分化した 3 系統、すなわち、

（1）小笠原諸島に分布する集団、（2）伊豆

諸島から本土太平洋側および九州東シナ海

側に分布する集団、（3）九州太平洋側から琉

球諸島を経て西部太平洋域に分布する集団

が存在する。このような複雑な集団構造は黒

潮流域における日本列島および周辺島嶼の

位置により、ある地域では黒潮がアカハタの

分散に寄与し、またある地域では分散の障壁

として機能していることが推察された。 

ボウズハゼの集団構造を明らかにするた

めに、沖縄、高知、和歌山そして静岡から計

77 個体を採集し、その標本についてミトコン

ドリア DNA の調節領域前半部(448bp)の塩基

配列を分析した。その結果、日本に分布する



 

 

ボウズハゼは遺伝的に十分混合された単一

集団であることが明らかになった。また、和

歌山県太田川で観察されたボウズハゼの産

卵期と太田川河口で採集されたボウズハゼ

仔魚の日令査定から推定された孵化時期に

は、約 2ヶ月間ものズレが認められた。上述

の分子遺伝学的集団構造解析の結果もあわ

せて考えると、和歌山県太田川に加入する仔

魚は、太田川で生まれたものばかりではなく、

和歌山以南の地域で生まれたものが、黒潮に

よる輸送を経て、太田川に加入しているもの

と推察された。一方、高知沖と伊豆・小笠原

諸島周辺海域よりでボウズハゼ仔魚が採集

された例から、本種が黒潮を使って長距離分

散している事実が示された。 
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